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へ」を批判し、「Concrete or Human」でなく「Concrete for Human」であり、実は“ｆ”
が抜けていると断じられておられます。 
  











この４年間で、道守７名、特定道守 36 名、道守補 114 名、道守補助員 151 名の認定者を輩
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第 1 回運営協議会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 













・平成 23 年度年間スケジュールについて 










・道守養成コースの受講希望者 2 名から、2 名全員を受講者として選出し
た。 
・特定道守養成コースの受講希望者 17 名（コンクリート構造 12 名、鋼構
造 5 名）から、14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）を受講者と
して選出した。 
・道守補（前期）養成コースの受講希望者 36 名から、受講者選定の内規を
もとに優先順位付けを行い上位 17 名を受講者候補者とし，申込 No4、No6
の 2 名の受講希望者は後期受講希望であったため、優先順位 17 位までの















・これまで認定者には、毎年度（4 月～3 月）の活動報告を 12 月末に行っ
てもらっていたが、更新年度のポイントの整理等を考慮し、今後は毎年


















第 2 回運営協議会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 













・第 2 回認定者のつどい開催 
・第 1 回、2 回一期生のつどい開催 




・道守補コース（前期）受講者 15 名に平成 22 年度道守補コース（後期）





















・受講者選定の内規をもとに、受講希望者 23 名（佐世保会場 14 名、対馬























第 3 回運営協議会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 










道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定、平成 24 年度の計画 他
1.報告事項 ・道守補助員開催（大村会場、西彼会場、長崎会場） 
・シンポジウム「地域の道路インフラを考える」（2/10 開催予定） 




(2)平成 24 年度の計画について 
3.決定事項 (1)道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 
・道守補（後期）コース受講者 20 名（佐世保 12 名、対馬 8 名）に前期の
不合格者1名を加えた計21名の試験結果について資料をもとに説明があ
り、「補－5」、「補－19」の 2 名を除く 19 名を合格とすることが了承され
た。不合格者 2 名については、平成 24 年度の前期コースにおいて再試験
を行うこととなった。 









受験が出来ない場合は、平成 24 年度に再試験を行うこととなった。 
・道守コースの 2 名に試験結果について資料をもとに説明があった。2 名
ともに道守補特定道守、道守の各講義範囲の点数および総合点数が 6 割
を満たしているため合格とすることが了承された。 





















・シンポジウム「地域の道路インフラを考える」を 2 月 10 日（金）に開催
することの報告があった。 
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・平成 23 年度年間スケジュールについて 










・道守養成コースの受講希望者 2 名から、2 名全員を受講者として選出し
た。 
・特定道守養成コースの受講希望者 17 名（コンクリート構造 12 名、鋼構
造 5 名）から、14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）を受講者と
して選出した。 
・道守補（前期）養成コースの受講希望者 36 名から、受講者選定の内規を
もとに優先順位付けを行い上位 17 名を受講者候補として選出した。 














・これまで認定者には、毎年度（4 月～3 月）の活動報告を 12 月末に行っ
てもらっていたが、更新年度のポイントの整理等を考慮し、今後は毎年















第 2 回運営協議会幹事会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 








議事 第 2 回運営協議会幹事会開催 
道守補コース（前期）合否判定、受講者（道守補（後期））選考 他 
1.報告事項 ・道守補助員（2 会場）の実施報告 
・第２回認定者のつどい議事録について 




・道守補コース（前期）受講者 15 名に平成 22 年度道守補コース（後期）






















・受講者選定の内規をもとに、受講希望者 23 名（佐世保会場 14 名、対馬
















第 3 回運営協議会幹事会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 








議事 第 3 回運営協議会幹事会開催 
道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定、平成 24 年度実施計画 
その他 





(2)平成 24 年度実施計画 
3.決定事項 (1)道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定 
道守補（後期）コース受講者 20 名（佐世保 12 名、対馬 8 名）に前期の
不合格者 1 名を加えた計 21 名の試験結果について説明があり、「補－5」、
「補－19」の 2 名を除く 19 名を合格とすることが了承された。不合格者 2
名については、平成 24 年度の前期コースにおいて再試験を行うこととなっ
た。 














(2)平成 24 年度実施計画 





















シンポジウム「地域の道路インフラを考える」を 2 月 10 日（金）に開催
することの報告があった。 

















氏 名 役 職 所 属 担 当 
松田 浩 教授 工学研究科 講義・実習 
森田 千尋 准教授 工学研究科 講義・実習 
























前田 逸朗 主任技師 田平土木維持管理事務所 
講義・実習 
平戸地区 


































































氏 名 役 職 所 属 担 当 
松田 浩 教授 工学研究科 講義 
中村 聖三 教授 工学研究科 講義 
森田 千尋 准教授 工学研究科 講義・実習 
勝田 順一 准教授 工学研究科 講義 
蒋 宇静 教授 工学研究科 講義 
杉本 知史 助教 工学研究科 講義 
































上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習・実習 
安波 博道 部長 土木研究センター 講義 
阿部 允 代表取締役 (株)ビーエムシー 講義・実習 




氏 名 役 職 所 属 担 当 
松田 浩 教授 工学研究科 講義 
中村 聖三 教授 工学研究科 講義 
森田 千尋 准教授 工学研究科 講義・演習 
才本 明秀 教授 工学研究科 講義・演習 
勝田 順一 准教授 工学研究科 講義・演習 
夛田 彰秀 教授 工学研究科 講義 
田邉 秀二 教授 工学研究科 講義 
森山 雅雄 准教授 工学研究科 講義 
宮川 英樹 准教授 工学研究科 講義 
本村 文孝 准教授 工学研究科 演習 




























上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習 
安波 博道 部長 土木研究センター 講義・演習 
阿部 允 代表取締役 (株)ビーエムシー 講義・演習 
石田 耕生 課長 (株)さとうベネック 講義 
















幸左 賢二 教授 九州工業大学 特別講演 
福井 謙三 執行役員 基礎地盤コンサルタンツ(株) 実習 









氏 名 役 職 所 属 担 当 
阿部 雅人 主幹研究員 (株)ビーエムシー 講義 



























◇募集人員 ：各会場 10 名程度 
◇応募数  ：43 名 
◇受講者数 ：合計 43 名 
（南島原会場 14 名・平戸会場 6名・大村会場 7名・西彼会場 8名・長崎会場 8名） 
◇受講者属性：建設業関係、市役所等、自営業、ＯＢ 
◇実施時期 ： 6 月 25 日(土) 南島原会場（ありえコレジヨホール） 
7 月 30 日(土) 平戸会場（平戸文化センター） 
8 月 27 日(土) 大村会場（大村市郡地区公民館） 
9 月 24 日(土) 西彼会場（西彼農村環境改善センター） 
11 月 15 日(火) 長崎会場（長崎大学） 
◇講義時間 ： 9:30～15:30 
◇講義概要 ：講義・現場実習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：筆記試験（4択問題 10 題） 面接試験（筆記試験が合格点に達していない受講者） 









































  ・安全を損なう恐れのある変状について 
  ・点検の一般知識（安全、取組み、写真撮影、秘密保持） 










講 義 名 長崎県の道路と道路構造物の状況 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 9:50～10:10 
担 当講師名 
森田 千尋、牧野 高平 
穂並 末光、前田 逸朗、横尾 利春、森 光治 













講 義 名 道守の紹介と役割 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 9:30～9:50 
担 当講師名 松田 浩、森田 千尋 















講 義 名 コンクリート構造物について 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 10：20～10：50 
担 当講師名 出水 享、吉川 國夫、川口 敦史、川内野 俊治 
時 間 数 0.5 時間 
内 容 
1．コンクリート構造物について 








講 義 名 鋼構造物について 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 11：00～11：30 
担 当講師名 牧野 高平、副島 一郎、郡家 光徳、森 史朗 
















講 義 名 トンネル・道路・斜面について 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 11：40～12：10 
担 当講師名 杉本 知史、松尾 正人、山田 猛、木原 真 









講 義 名 点検について 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 時 間 13：00～15：10 
担 当講師名 森田 千尋、杉本 知史、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 


































































今年度の道守補助員の受講生は、南島原会場 14 名・平戸会場 6名・大村会場 7名・西彼会場 8




















































































































































































































































































































































































































































































































◇募集人員 ：前期 10 名程度 
  後期 15 名程度 
◇応募者数 ：60 名 
◇受講者数 ：前期 15 名 
  後期 20 名 
◇実施時期 ：前期 5 月 13 日(金)～7 月 1 日(金) 正味 8 日間 
  後期 9 月 30 日(金)～11 月 18 日(金) 正味 8 日間 
◇講義時間 ：13:00～18:00（カリキュラム参考）※39 時間 
◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：前期 8 月 6 日(土) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 
  後期（佐世保）12 月 3 日(土) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 



























講 義 名 構造物維持管理概論 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)14:00～14:50 
後期：9 月 29 日(金)14:00～14:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 松田 浩 










講 義 名 道守の役割 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)13:00～13:50 
後期：9 月 29 日(金)13:00～13:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 松田 浩 













講 義 名 橋梁概論 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)15:00～15:50 
後期：9 月 29 日(金)15:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 松田 浩 











講 義 名 斜面・トンネル・舗装の維持管理(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)16:00～17:50 
後期：9 月 29 日(金)16:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 杉本 知史、李 博 
















講 義 名 コンクリート構造物点検概論(1)～(3) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 20 日(金)13:00～15:50 
後期：10 月 7 日(金)13:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 出水 享 













講 義 名 コンクリート構造物点検事例(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 20 日(金)16:00～17:50 
後期：10 月 7 日(金)16:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 上阪 康雄 














講 義 名 鋼構造物点検概論(1)～(3) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 27 日(金)13:00～15:50 
後期：10 月 14 日(金)13:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 勝田 順一、森田 千尋、中村 聖三 
時 間 数 3 時間 
内 容 
1．鉄鋼材料の溶接 
1.1 鉄金属の分類  1.2 鉄鋼材料  1.3 溶接 
2．主な損傷・一般 
2.1 一般  2.2 防食機能の劣化・腐食  2.3 疲労 
2.4 遅れ破壊 
3．点検・検査 
3.1 一般  3.2 点検の種類  3.3 主な点検項目と調査方法 
3.4 損傷判定基準と対策区分判定  3.5 各種非破壊検査 
 
講 義 名 鋼構造物点検事例 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 27 日(金)16:00～17:50 
後期：10 月 14 日(金)16:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 
















講 義 名 長崎県の道路構造物の現状 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：  6 月日(金)13:00～13:50 
後期：10 月 21 日(金)13:00～13:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 本田 保 









講 義 名 道路構造物の維持管理に関する安全管理 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 6 月 10 日(金)13:00～13:50 
後期：10 月 21 日(金)14:00～14:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 
後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
担 当 講 師 名 末弘 義守 
















講 義 名 コンクリート構造物点検演習(1)(2) 
講 義 形 態 講義、演習 
実 施 日 時 
前期：6 月 3 日(金)14:00～17:50、6 月 10 日(金)14:00～17:50 
後期：(講義)10 月 21 日(金)15:00～15:50 
(演習)10 月 27 日(木)13:00～16:50、10 月 28 日(金)9:00～11:50
実 施 場 所 
前期：(講義)工学部 21 番講義室、(演習)長崎大学敷地内 
後期：(講義)県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
(演習)長崎大学敷地内 
担 当 講 師 名 上阪 康雄、森山 雅雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 


















































































































講 義 名 コンクリート構造物点検実習 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 日 時 
前期：6 月 17 日(金)13:00～17:50 
後期：(佐世保)11 月 10 日(木)13:00～17:50 
   (対 馬)11 月 17 日(木)13:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：牧戸橋、公園橋 
後期：(佐世保)浄水橋、相浦橋 
   (対 馬)眼鏡橋、本山橋 
担 当 講 師 名 森田 千尋、上阪 康雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、 











長崎大学  ⇒  牧戸橋現場実習  ⇒  公園橋現場実習  ⇒  長崎大学 





















県北振興局  ⇒  浄水橋現場実習  ⇒  相野浦橋現場実習  ⇒  県北振興局 

















対馬振興局  ⇒  眼鏡橋現場実習  ⇒  本山橋現場実習  ⇒  対馬振興局 































































架設年次：1959 年（昭和 34 年）、橋長：約 24.0m、全幅員：4.0m、 








































架設年次：1988 年（昭和 63 年）、橋長：約 37.6m、全幅員：10.2m、 








































































































































































































































































































































































講 義 名 鋼構造物点検演習 
講 義 形 態 講義、演習 
実 施 日 時 
前期：6 月 24 日(金)13:00～16:50 
後期：(講義)10 月 21 日(金)16:00～16:50、 
(演習)10 月 28 日(金)13:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：(講義)工学部 21 番講義室、(演習)インフラ長寿命化センター 
後期：(講義)県北振興局天満庁舎、対馬振興局 
(演習)インフラ長寿命化センター 
担 当 講 師 名 永石 浩紀、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 








































































講 義 名 鋼構造物点検実習 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 日 時 
前期：7 月 1 日(金)13:00～17:50 
後期：(佐世保)11 月 11 日(金)13:00～17:50 
   (対 馬)11 月 18 日(金)13:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：奥浦橋、山祇橋 
後期：(佐世保)牛石新田橋、観潮橋 
   (対 馬)久須保大橋、厳原大橋 
担 当 講 師 名 阿部 允、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 










長崎大学  ⇒  奥浦橋現場実習  ⇒  山祇橋現場実習  ⇒  長崎大学 






















県北振興局 ⇒  牛石新田橋現場実習  ⇒  観潮橋現場実習  ⇒ 県北振興局 


















対馬振興局 ⇒  福田橋現場実習  ⇒  小長井大橋現場実習  ⇒  対馬振興局 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































◇実施日：前期：8 月 6 日（土） 後期：12 月 3 日（土）、12 月 10 日（土） 
◇対象者：道守補（前期）：16 名（前年度からの再受講者 1 名含む） 
道守補（後期）：20 名（佐世保：12 名、対馬：8 名） 






































































































































 ・あと 1 ランク上の講義を受講したかった。 
後期 
  ・DVD の画質がスクリーンに映すとボヤけてよく見えなかった。 
  ・DVD を見るだけでしたのでポイントが掴みづらい分もありました。 
  ・道守の点検を行う際にこういう場合にはこの点検の方法流れで実施すると誰でも
出来る様な点検の方法みたいなのがあれば覚えやすいと思います。 
  ・先生方の予定があると思いますが DVD 講義に疑問を感じました。 
  ・DVD 講義については遠隔で大人数の方が講義するには、よいと思いました。 
・可能であれば遠隔のライブ配信講義も可能であれば最新の取り組みも出来るかと
思いました。 





























  ・今後も役に立ちそうです。 
  ・建物内での機器の取扱にはちょっとスペースの狭さを感じましたが、丁寧に説明
していただいたので興味深く聞くことが出来ました。 
  ・実際機械を触れることができ、今後に役に立てるには、良かったと思います。 
・各々担当された先生の解説が、解説書で書いてある言葉でなくわかり易い言葉で
説明いただきよかったです。 























































































































































































◇募集人員 ：各 3 名程度（計 6 名） 
◇応募者数 ：17 名 
◇受講者数 ：コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名（計 14 名） 
◇実施時期 ：5 月 13 日(金)～9 月 16 日(金) 正味 17 日間 
◇講義時間 ：カリキュラム参考 ※81 時間 
◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：8 月 6 日(土) 
筆記試験(4 択問題 25 問) 
面接試験 
11 月 4 日（金） 
筆記試験 1(4 択問題 15 問＋用語説明(500 字以内)) 



















































プロジェクト演習 7 9 月 16 日（金）10:00～17:50 






講 義 名 技術者倫理 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 15 日（金）17:00～17:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 夛田 彰秀 












講 義 名 化学分析(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 15 日（金）10:00～11:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 田邉 秀二 













講 義 名 計測モニタリング(1)(2) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 7 月 22 日（金）15:00～16:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 森山 雅雄 













講 義 名 環境工学(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 15 日（金）13:00～14:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 宮川 英樹 







  排出者責任、マニフェスト、現地確認の方法 
６．高速道路 廃棄物管理事例 
－ 86 －
講 義 名 情報処理(1)(2) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 7 月 29 日（金）14:00～15:50 
実 施 場 所 工学部 21 講義室 
担 当 講 師 名 森山 雅雄 








講 義 名 斜面、トンネル、舗装の維持管理 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 
7 月 15 日（金）15:00～16:50 
7 月 22 日（金）10:00～11:50、13:00～14:50 
実 施 場 所 工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 石田 耕生、杉田 哲郎、光谷 修平、佐藤 秀文 


















講 義 名 特別講演 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 29 日（金）16:00～17:50 
実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 
担 当 講 師 名 幸左 賢二 














講 義 名 コンクリート材料概論 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 4 日（木）9:00～9:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 松田 浩 















講 義 名 調査手法(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 4 日（木）10:00～11:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 牧野 高平 














講 義 名 予測・評価方法・判定基準(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 4 日（木）13:00～14:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 出水 享 
















講 義 名 材料実験(1)～(4) 
講 義 形 態 演習 
実 施 日 8 月 18 日（木）10:00～11:50、13:00～14:50 
実 施 場 所 工学部 構造材料実験室 
担 当 講 師 名 出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 










講 義 名 コンクリート施工 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 4 日（木）15:00～15:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 濱田 秀則 















講 義 名 対策・補修・補強工法(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 4 日（木）16:00～17:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 濱田 秀則 






































講 義 形 態 講義 
実 施 日 
8 月 18 日（木）15:00～17:50 
8 月 26 日（金）9:00～11:50 
実 施 場 所 
共同研究交流センター 講義室 
工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 上阪 康雄 


















(2) 9 月 10 日（金） 
・塩害を受けた PC 橋の詳細調査 
 荷重車、非破壊検査、はつり 
・耐荷力の評価・診断 








講 義 名 材料概論(1)～(3) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 5 日（金）9:00～11:50 
実 施 場 所 工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三、才本 明秀 












講 義 名 診断のための測定(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 5 日（金）13:00～14:50 
実 施 場 所 工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 森田 千尋、中村 聖三 

















講 義 名 損傷部材の評価(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 5 日（金）15:00～16:50 
実 施 場 所 工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一 












講 義 名 補修・補強概論(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 19 日（金）13:00～14:50 
実 施 場 所 工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三 


















講 義 名 材料実験(1)～(3) 
講 義 形 態 演習 
実 施 日 8 月 19 日（金）9:00～11:50 
実 施 場 所 工学部 実験室 
担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一、森田 千尋、本村 文孝、河野 和芳 






































講 義 形 態 講義 
実 施 日 
8 月 19 日（金）15:00～17:50 
8 月 26 日（金）13:00～15:50 
実 施 場 所 工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 
































講 義 名 プロジェクト演習(1)～(7) 
講 義 形 態 現場実習、講義 
実 施 日 9 月 16 日（金）10:00～17:30 
実 施 場 所 工学部 21 番講義室 
担 当 講 師 名 
山根 誠一、森田 千尋、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、高西 正人、
浦本 和儀 












































13:00～13:20(20 分)  
ワークショップの概要説明 
         自己紹介 




【休 憩(10 分)】 
【調査計画】 
14:20～15:00(40 分) ※中間発表を含む 
【調査結果に関する考察、対策の要否判定】 
15:00～15:30(30 分) 
【休 憩(10 分)】 
【補修・補強工法】 
15:40～16:20(40 分) 
【休 憩(10 分)】 
【発表・討議】 
16:30～17:15(45 分) ※15 分×3 グループ 
【調査内容、原因推定、補修（長崎県）】 
17:15～17:35(20 分)  
洗切橋 
洗切橋側道橋






橋長:24.0m、幅員：6.8m、径間数：1 径間、架設年次：1964 年 












































































講 義 名 斜面の点検実習 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 日 11 月 24 日（金）13:00～17:50 
実 施 場 所 斜面実習現場 
担 当 講 師 名 福井謙三、小川能克、出水享、渡部祐介、牧野高平 










長崎大学 → 斜面（A050） →  斜面（B002） → 長崎大学 











































































































◇実施日：9 月 16 日（金） 

















































































































◇募集人員 ：3 名程度 
◇応募数  ：2 名 
◇受講者数 ：2 名 
◇実施場所 ：長崎大学文教キャンパス 
◇実施時期 ：5 月 13 日(金)～10 月 20 日(木) 
◇講時時間 ：カリキュラム参考 ※25 日間 119 時間 
◇講義概要 ：講義・演習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：8 月 6 日（土） 
筆記試験：四者択一 25 問 
11 月 4 日（金） 
筆記試験１：四者択一 20 問＋用語説明 2 分野(各 500 字以内) 
筆記試験２：論文形式問題 2分野(各 1000 字以内) 

















































プロジェクト演習 7 9 月 16 日（木）10:00～17:50 
アセットマネジメント 4 9 月 29 日（木） 9:00～12:50 
建設一般 2 9 月 29 日（木）14:00～15:50 
道守総合演習 6 10 月 13 日（木）10:00～16:50 
リスクマネジメント 4 10 月 20 日（木） 9:00～12:50 
ライフサイクルアセスメント 4 10 月 20 日（木）14:00～17:50 




講 義 名 リスクマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 10 月 20 日（木）9:00～12:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 阿部 雅人 













講 義 名 アセットマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 9 月 29 日（木）9:00～12:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 阿部 雅人 















講 義 名 ライフサイクルアセスメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 時 間 10 月 20 日（木）9:00～12:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 高木 朗義 















講 義 名 建設一般(1)(2) 
講 義 形 態 ディスカッション、プレゼンテーション 
実 施 時 間 9 月 29 日（木）14:00～15:50 
実 施 場 所 インフラ長寿命化センター会議室 
担 当 講 師 名 山根 誠一 















講 義 名 道守総合演習(1)～(6) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 時 10 月 13 日（木）10：00～16：50 
実 施 場 所 インフラ長寿命化センター会議室 
担 当 講 師 名 中村 昌文 





















































































































６．１ 平成 23 年度の実施項目と役割分担実績 
 
平成 23 年度は、“道守”養成の基となるカリキュラム・教材を開発しつつ、5 月から
道守コース 2 名、特定道守コース 14 名（コンクリート構造：9 名、鋼構造：5 名）、道守
補コース 35 名（前期：15 名、後期：20 名）、道守補助員コース 43 名の養成対象者を受































































































開催日 講演会名 内容 
平成 23 年 4 月 21 日 JCI 九州支部総会（福岡市） 話題提供 
平成 23 年 6 月 7 日 長崎県土木施工管理技士会（長崎市） 話題提供 
平成 23 年 8 月 1 日 国土交通省九州地方整備局（鹿児島市） 話題提供 
平成 23 年 8 月 2 日 西日本高校土木教育研究会（佐世保市） 話題提供 




平成 23 年 8 月 12 日 高校生公開講座（長崎大学） 話題提供 
平成 23 年 9 月 1 日 
～9 月 3 日 
地域再生人材大学サミット in 能登 
第 9 回地域再生プログラム連絡会議（石川県） 
パネル展示 
平成 23 年 9 月 15 日 大分県コンクリート診断士会（大分市） 話題提供 
平成 23 年 9 月 16 日 西日本橋梁ネットワーク（長崎大学） 話題提供 
平成 23 年 10 月 6 日 日本建設業連合会（長崎大学） 話題提供 
平成 23年 10月 27日 長崎県研修（NERC） 話題提供 
平成 23年 11月 20日 JCI 中部支部（名古屋大学） 話題提供 
平成 23年 11月 21日 長崎県市町道路担当者会議（長崎市） 話題提供 
平成 24 年 1 月 25 日 先端科学技術シンポジウム（関西大学） 話題提供 
平成 24 年 2 月 16 日 「インフラ・イノベーション」研究会（東京都） 話題提供 
平成 24 年 2 月 23 日 全日本建設技術協会（長崎市） 話題提供 
 
◆ プレス発表、情報発信、ホームページの整備等 
・道しるべ第 8 号発行（平成 23 年 4 月） 
・橋梁新聞に掲載（平成 23 年 5 月 1 日） 
・道しるべ第 9 号発行（平成 23 年 7 月） 
・日経コンストラクションに掲載（平成 23 年 8 月 19 日） 
・道しるべ第 10 号発行（平成 23 年 10 月） 
・道しるべ第 11 号発行（平成 23 年 12 月） 
・橋梁新聞に掲載（平成 24 年 2 月 11 日） 







11/04/13 第 1 回 道守審査委員会開催 
11/04/15 第 1 回 道守運営協議会幹事会開催 






11/05/31 岐阜大学 ME フィールド実習（自然斜面）参加、意見交換 
11/06/07 長崎県土木施工管理技士会にて講演 講演者：松田センター長 
11/06/17 道守補コース（前期）点検実習（コンクリート構造物）実施 
11/06/25 道守補助員コース（南島原会場）開催 





11/07/08 第 1 回 一期生のつどい開催 





講演者：九州工業大学 幸左賢二 教授 
演題：つなみによる構造物の被害 












11/08/10 第 2 回 道守審査委員会開催 
11/08/12 高校生公開講座を担当 担当者：松田センター長 








11/09/01～03 地域再生人材大学サミット in 能登にてパネル展示 
11/09/08 平成 23 年度九州地区国立大学法人等技術職員スキルアップ研修を担当 
     担当者：出水研究員 




11/09/16 西日本橋梁ネットワークにて講演 講演者：松田センター長 
11/09/24 道守補助員コース（西彼会場）開催 
11/10/01 第 29 回日本道路会議にて発表 発表者：出水研究員 
演題：ナガサキにおける産学官民連携によるインフラ長寿命化への挑戦 
11/10/06 (社)日本建設業連合会の研修会にて講演 講演者：松田センター長 
11/10/20 道守コース講義終了 
11/10/22 「工学フォーラム 2011 in 福岡」ポスターセッションにて話題提供 
社会資本の維持管理へ向けたインフラ長寿命化センターの取組みを紹介 











11/11/18 端島（軍艦島）上陸 20 万人記念講演会にて講演 講演者：松田センター長 
演題：歴史的・産業遺産構造物の３Ｄ計測とデータの利活用 
11/11/20 ＪＣＩ中部支部にて講演 講演者：松田センター長 




11/12/19 第 3 回 道守ＯＢ会を開催 
11/12/20 ＪＣＩ本部（東京）にて講演 講演者：松田センター長 
11/12/21 平成 23 年度市町道路担当者会議にて講演 講演者：松田センター長 
11/12/28 第 3 回 道守審査委員会開催 
12/01/13 第 3 回 道守運営協議会幹事会開催 
12/01/18 第 3 回 道守運営協議会開催 
12/01/25 先端科学技術シンポジウムにて講演 講演者：松田センター長 
12/01/31 道守補コース（後期）合格発表 
12/02/10 『シンポジウム 地域の道路インフラを考える』開催 
12/02/16 「インフラ・イノベーション」研究会にて講演 講演者：松田センター長 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2.道しるべ（広報誌）                         資料 8  
 
・ 平成 23 年 4 月号 
・ 平成 23 年 7 月号 
・ 平成 23 年 10 月号 
・ 平成 23 年 12 月号 
 
   
3.募集要項                              資料 12  
 
・ 平成 23 年度 道守、特定道守、道守補前期募集要項 
・ 平成 23 年度 道守補後期募集要項 
・ 平成 23 年度 道守補助員募集要項 
 
   
4.平成 23 年度シンポジウム                      資料 21  
 
・ 平成 24 年 2 月 10 日シンポジウム 
・ 平成 24 年 3 月 9 日シンポジウム 
 
   
5.雑誌 新聞等掲載記事                        資料 22  
 
・ 平成 23 年 5 月 1 日 橋梁新聞 
・ 平成 23 年 8 月 19 日 日経コンストラクション 
・ 平成 24 年 2 月 11 日 橋梁新聞 
・ 平成 24 年 2 月 19 日 橋梁新聞 
 
   
6.長崎県建設産業人材育成事業                     資料 26  
 ・ 平成 23 年度長崎県建設産業人材育成連携事業  
   






































































4.平成 23 年度シンポジウム 
◆ 平成 24 年 2 月 10 日シンポジウム 

















































平成 23 年度成果報告書 
長崎大学大学院工学研究科 
インフラ長寿命化センター 
編 集 ・ 発 行 
 
〒852-8521 長崎市文教町１－１４ 
 TEL:095-819-2880  FAX:095-819-2879 
 http://ilem.eng.nagasaki-u.ac.jp/michimori/ 
印  刷 平成 24 年 3 月 
発  行 平成 24 年 3 月 
印 刷 所 ㈱クイックプリント 
 
※ 裏表紙の一部は、（社）長崎県観光連盟より提供していただきました。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国立大学法人 長崎大学大学院工学研究科 
インフラ長寿命化センター 
〒852-8521 長崎市文教町１－１４ 
TEL:095-819-2880 FAX:095-819-2879 
http://ilem.eng.nagasaki-u.ac.jp/michimori/ 
